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事業報告 (平成2年度)

Ⅰ.展示関係

A.収蔵品展一覧

1.芸術資料館陳列室
第 1回 ｢新収蔵品展｣

会 期 平成2年4月9日 (月)～4月28日 (土)
入場者 965人

第2回 ｢美工図案科卒業作品一花による意匠｣展
会 期 平成2年6月18日 (月)～7月7日 (土)
入場者 1160人

第3回 ｢美工卒業作品 近代日本画の芽ばえ｣展

会 期 平成2年9月10日 (月)～10月6日 (土)
入場者 1161人

第4回 ｢模写 入江波光たちの作品｣展
会 期 平成2年11月5日 (月)～11月25日 (日)

入場者 2410人

第5回 ｢江戸後期の仏教図像一田村宗立旧蔵粉本｣展
会 期 平成3年1月14日 (月)～2月9日 (土)
入場者 691人

◎総計 6387人 (100日間室)

2.京郡市四条ギャラリー
京都市四条ギャラリー (四条高倉)において､本学創立110周年記念事業実行委員会が主催す
る収蔵品展を開催した｡

｢京都市立芸術大学創立110周年記念収蔵品展2
土佐派肖像粉本一将軍 ･茶匠 ･町衆一｣

会 期 平成2年7月1日 (日)～7月22日 (日)
入場者 2749人

｢京都市立芸術大学創立110周年記念収蔵品展3
画家の眼 日本画一写生と下絵｣

会 期 平成2年9月9日 (木)～9月30日 (日)
入場者 4681人

3.京都市立芸術大学創立110周年記念巡回展
京都市立芸術大学創立110周年を記念して下記のとおり巡回展を開催したO
収蔵品を中心とした展示であるためここに報告しておく｡主催は京都市立芸術大学と朝日新聞

社 (京都会場のみ京都新聞社を加える)である｡

展覧会名 ｢近代日本画の誕生と歩み｣展

会場 :会期 :入場者 :(下表のとおり)

会場 会期 入場者

東京会場 上野松坂屋 平成2年9月6日 (木)-9月11日 (火) 19162人
京都会場 京都大丸 平成2年9月13日 (木)～9月18日 (火) 27130人

大阪会場 心斎橋大丸 平成2年9月27日 (木)～10月2日 (火) 15415人
広島会場 広島三越 平成2年12月27日 (木)～3年 1月7日 (月) 22637人

総入場者数 84344人
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B.収蔵品展展示概要

第 1回 ｢新収蔵品展｣
会 期 平成2年4月9日 (月)～4月28日 (土)
入場者 965人

恒例になった新収蔵品の展示である｡平成元年度に寄贈または購入により収蔵された作品のうち買上

となった卒業作品を除き展示した｡絵画類と版画頬ばかりの内容となったか､版画資料としての洋書購

入は､新 しい収集分野といえる｡寄贈の分野では元本学名誉教授である今井憲一作品が多くの鑑賞者の

好評を得た｡榊原紫峰の下絵は写生と画稿を軸とした本館の資料収集方針を明確にする上でも重要な資

料となった｡

展 示 作 品

1
2
3
4
5

6
7
8
9
10
日

12
13

喜 一 ななことじんこ

′′ 行く

′′ 霜の朝

今井 憲一 撮影

･′ 山 ･高原

′′ 蓮地

′′ 衆落

′′ 渚

′′ 断面

′′ 港
･′ ガーデン

榊原 紫峰 ｢梅雨奉れ｣下絵

PlerreAlechlnSky
Soleilnoil.2(黒い太陽2)

1976 日本画 寄贈 (梶 幸子氏)

1974 ′′ ′′

1979 ′′ ′′

1930 洋 画 寄贈 (今井柳子氏)

1931 ′′ ′′

1933 ′′ ′′

1956 ′′ ′′

1965 ′′ ′′

1972 ′′ ′′

1975 ′′ ′′

1981 ′′ ′′

1917 画 稿 寄贈 (榊原純一氏)

1984 版 画 購入

14.PlerreAlech111Sky 1988 ′′ ′′

Chutedesan岩esleg itimistes (天使の降臨)
15.WlHlam8lake画 EdwardYoung詩 1797 書 籍 購入

NIGHTTHOUGHTS(夜想)
16.WilllamBlake画 LouisSchiavonettl刻 1813 ′′ ′′

THEGRAVE(墓場)
(RobeI181alrの詩の挿画)
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第 2回 ｢美工図案科卒業作品一花による意匠｣展

会 期 平成2年6月16日 (月)～7月7日 (土)
入場者 1160人

平成 2年に本学は前身である京都府画学校の設立から110周年を迎えた｡その記念事業の一環として､

明治以来の美工図案科卒業作品の画集である ｢図案衆英｣を刊行 しているOこの展示では記念出版にち

なみ､美工図案科卒業作品の中から花をモチーフにしたものを選び陳列 した｡花をテーマにしたのは大

阪で開催された国際博覧会 ｢花と緑の博覧会｣を意識 してのことだが､アールヌーボーなど海外の美術

動向に敏感だった学生の時代感覚を見るのにも適切な題材と考えたためである｡これまであまり注目さ

れることのなかった作品群だけに､今後は積極的に展示の機会を増 して行きたい｡

展 示 作 品

1

2
-
4
5

6
7
8
9
10
日
12
13
14
15
16
17

18
19
20

高田 喜一郎

中西 三郎

梅戸 在貞

雪岡 潔

高橋 昇太郎

川畑 克雄

原田 春太郎

本多 主計

西岡 三郎

大高 喜一

高

鵜

′/

橋 孝吉

野 尭

中原 恒次郎

佐々木 三郎

中島 信次郎

大橋 一清

岩木 改造

宇都宮 健造

奥村 貞一

紫苑模様綴織壁掛図案

向日葵模様窓掛図案

朝毒夕意犀風図案

暖櫨隠し図案

胃薬模様衝立図案

四季草花応用壁張図案

天鷲級友禅堂掛図案

百合図間仕切図案

四季草花応用暖櫨隠し図案

四季草花応用窓掛図案

四季草花応用卓被図案

各時代クッション図案

天平模様卓被図案

四季草花応用窓掛図案

壁掛図案モザイクタイル

天平時代模様応用調度図案

間仕切り図案

刺繍応用四季花鳥模様卓被図案

クッション図案

支那趣味衝立図案
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明36(1903) 第9回卒業制作
′′ //

/′ ′′

明38(1905) 第11回卒業制作
′/ ′′

明39(1906) 第12回卒業制作
′′ 専攻科卒業制作

明40(1907) 第13回卒業制作
// ′/

明45(1912) 第18回卒業制作
// ′′

大2(1913) 第19回卒業制作
/′ ′′

大5(1916) 第22回卒業制作
大7(1918) 第24回卒業制作

// ′′

大8(1919) 第25回卒業制作
大9(1920) 第26回卒業制作
大10(1921) 第27回卒業制作
昭12(1937) 第44回卒業制作



第3回 ｢美工卒業作品 近代日本画の芽ばえ｣展
会 期 平成2年9月10日 (月)～10月6日 (土)
入場者 1161人

本学110周年記念事業として ｢近代日本画の誕生と歩み｣展が東京 ･京都 ･大阪 ･広島で開催された｡
この巡回展にちなみ､本学内でも日本画料卒業作品を中心に構成 した展示を企画した｡但 し巡回展と内

容上の重複を避け､陳列作品は明治期の美工 (京都市立美術工芸学校)作品を中心とした｡また､当時

の教員の習画手本を併せて展示することで､作品の鑑賞に加え明治期の専門的美術教育の様相という視

点を意識 した｡習画手本は数年前から修理を続けている資料で､今回初めて公開するものだが､学校と

いう機関の収蔵する資料の特色を見せて好評であった｡

展 示 作 品

〔美工卒業作品の部〕

吉

山

七

処

然

城

碍

湖

香

山

光

祥

天

雲

鳩

岳

星

得

十

静

大

鶴

文

西

月

泰

波

希

抜

問

l
華

1

崎

井

垣

林

友

部

脇

江

原

崎

野

宮

上

野

兼

廉

北

粟

有

岡

岡

溝

立

入

柴

宮

平

二

村

佐

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
日

12
13
14
15
16

〔教員制作習画手本の部〕

17.伝幸野
18.伝幸野
19.竹内
20.菊池
21.谷口
22.三宅
23.川村

荒原寒風の図 明治30年(1897)
春風の図

春光

夕日

萄都月

暗中出手

荒涼

観花

黄昏

春雨

軍鶏

孤

薄暮

横

罪

ゆきぞら

楳嶺 習画手本帖

楳嶺 習画手本帖

栖鳳 習画手本

芳文 習画手本

番場 習画手本

呉暁 習画手本

量舟 習画手本
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明治30年(1897)
明治33年(1900)
明治33年(1900)
明治34年(1901)
明治34年(1901)
明治35年(1902)
明治35年(1902)
明治37年(1904)
明治38年(1905)
明治38年(1905)
明治39年(1906)
明治39年(1906)
明治40年(1907)
明治40年(1907)
明治45年(1912)

明治時代中期

明治時代中期

明治37年(1904)
明治37年頃(C.1904)
明治38-39年(1905-1906)
明治35-36年(1902-1903)
明治43年(1910)



第4回 ｢模写 入江波光たちの作品｣展
会 期 平成2年11月5日 (月)～11月25日 (日)

入場者 2410人

模写展の開催は二年ぶりとなる｡本展では入江波光とその周辺の画家による模写を展示した｡波光が
模写による古画研究の方法に重要な位置を占める画家であることは､広く知られるところだが､また本

学の前身である美工 ･絵尊において多くの後進に影響を与えたことも見過ごすことはできない｡大型の

模写は同輩や後輩らと共同で制作することが普通で､展示の作品も多くはそうした共同作品といえるも

のである｡東洋絵画での模写の位置は今日必ずしも正当に評価されているとは限らないが､過去の模写

作品を鑑賞する機会を多く作ることがまず必要なのだろう｡

展 示 作 品

1. 入江波光 模 水天像 (十二天像の内)

原本 国宝 京都 京都国立博物館蔵

2. 入江波光 模 不動明王像 (密教図像の内)

原本 重文 京都 醍醐寺蔵

3.4.入江波光 ･徳田隣斎 模
官女図 何龍 筆 明治44年(1911)

5. 入江波光 ･榊原両村 ･村上華岳 他 模
職人尽絵

原本 重文 埼玉 無量寿寺喜多院蔵

6. 入江波光 ･辻松喬 他 模
阿弥陀聖衆来迎図

原本 国宝 和歌山 有志八幡講十八箇院蔵

7. 入江波光 模 竹林七研図 勝川春章 筆

原本 東京 東京芸術大学蔵

8. 入江波光 模 役者絵 山口素絢 筆

9. 入江波光 模 駿牛図

原本 東京 東京国立博物館

10. 入江波光 模 一休和尚像 没倫紹等 筆

原本 重文 東京国立博物館蔵

ll. 入江波光 模 臨唐人聴琴図 仇英 筆 明治44年(1911)頃
原本 羅振玉旧蔵

12. 入江波光 模 樺図 岸竹重 筆 大正6年(1917)
13. 入江波光 模 菊池芳文 筆 鶴図

14. 入江波光 模 二尊院縁起 伝 狩野元信 筆

原本 京都 二尊院蔵

15. 入江波光 ･新見孝 ･中島卯一郎 ･吉田友一 ･梅原藤次 ･竹村龍大 横
住吉物語絵巻 伝 土佐長隆 筆 昭和8年(1933)
原本 重文 東京国立博物館蔵

16.17.入江波光 ･佐野-星 ･二宮-鳩 模

一遍上人絵伝 (塗-上 ･巻四上)

原本 京都 金蓮寺蔵
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第5回 ｢江戸後期の仏教図像一田村宗立旧像粉本｣展

会 期 平成3年1月14日 (月)～2月9日 (土)
入場者 691人

本学の前身京都府画学校の西宗教論であった田村宗立は､京都洋画界の草分け的存在として有名であ

る｡彼は若いころ京都の六角豊能満院で画僧大願のもと仏画の修行を積んだ経験を持つ｡その宗立が所

蔵するところとなったこの六角豊能満院仏画粉本は一括して本学に寄贈されており､高い芸術性を持つ

仏教美術資料となっている｡これまで一般に公開したことのない資料であったが､平成元年本学の田村

隆照教授他のメンバーにより行われた文部省科学研究費による研究が終了したこともあり､展示した｡

やや専門的内容であったためか､来場者は常に比べて少なかったが､仏画研究者などに好評を得た｡

展 示 作 品

1.金剛界八十一尊重茶羅

2.理趣会鼻茶羅
3.漁礁三味耶形図 (1帖13枚)
4.五部JL､観 (1帖76枚)
5.東寺宝庫大里茶羅 (1帖52枚)
6.請雨経蔓茶羅

7.-手金輪仏頂垂茶羅
8.五色光明鼻茶羅
9.毘沙門天里奈羅 (三枚組)
10.釈迦十六善神図
11.二十五菩薩来迎図

12.俳園禅師文殊指南図讃 (1帖19枚)
13.渡海文殊菩薩図
14.弥勘菩薩図
15.長谷寺式十一面観音図 (部分)
16.如意輪観音図
17.地蔵菩薩図
18.地蔵菩薩図
19.不動三尊図
20.不動三尊図
21.孔雀明王図
22.五大尊図
23.天之何社垂茶羅
24.十二天図
25.毘沙門天図 (十二天図の内)
26.水天図 (十二天図の内)

27.善女龍王図
28.聖徳太子鏡影
29.真言八祖図 (1帖10枚)
30.停教大師図
31.十六羅漢図

大願 万延元年(1860) 紙本白描
大願 文政13年(1830) 紙本白描
大願 嘉永3年(1850) 紙本白描一部淡彩
大願 嘉永6年(1853) 紙本白描
大願 紙本白描

大願 嘉永6年(1853) 紙本淡彩
大願 紙本白描

大願 紙本白描

大願 文政12年(1829) 紙本白描
雲道 文久2年(1862) 紙本白描
大願 文政12年(1829) 紙本白描罫線朱措
大願 嘉永2年(1849) 紙本白描
宗立 慶応2年(1866) 紙本白描
大願 紙本淡彩

大願 安政2年(1855) 紙本白描一部淡彩
現光 嘉永5年(1852) 紙本淡彩
大成 嘉永3年(1850) 紙本淡彩
宗立 文久3年(1863) 紙本淡彩
大願 文政10年(1827) 紙本白描
大成 嘉永5年(1852) 紙本淡彩
大願 文政12年(1829) 紙本淡彩
現光 弘化4年(1847)
大願 嘉永7年(1854)
大願 弘化4年(1847)
大願 弘化2年(1845)
大願 弘化2年(1845)
大願 文政5年(1822)
大願 文久3年(1863)
大願 嘉永4年(1851)
大願 文久3年(1863)
宗立 文久2年(1862)
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紙本白描一部朱描

紙本淡彩

紙本白描

紙本淡彩

紙本淡彩

紙本白描

紙本白描

紙本白描

紙本白描

紙本墨画



C.京都市四条ギャラリー展示

｢京都市立芸術大学創立110周年記念収蔵品展2
土佐派肖像粉本一将軍 ･茶匠 ･町衆-｣

会 期 平成2年7月1日 (日)～7月22日 (日)
会 場 京都市四条ギャラリー (下京区四条高倉東人)

入場者 2749人

本学創立110周年記念事業の一環として収蔵品展を行った｡主催は本学110周年記念事業実行委員会で
あるか､展示の実際については同委員会のメンバーである本館学芸員か当たった｡また展示に際し､か

ねてより腹案のあった土佐派絵画資料の目録出版を行うこととなり､同実行委員会による刊行物として

｢土佐派絵画資料目録 (-)肖像粉本 (-)｣が発行された｡目録の編集は本学教授榊原吾郎氏､同非

常勤講師岩間香氏と本館学芸員で行った｡本展示の内容構成はこの目録編集作業から導かれたものであ

る｡

展示内容は本学の所蔵する土佐派絵画資料の中から室町時代の将軍肖像と近世土佐派の絵師累代の肖

像､そして､千利休をはじめとする茶匠肖像と町衆の肖像等を中心に構成しているOこれまで､一般に

公開していない資料だけに､会期中は美術愛好家ばかりか､美術の専門家の来場も少なくなかった｡

展覧会用に､ポスター (B3､3色刷) ･はがき (3色刷) ･パンフレット(B5判､4ページ)を

制作した｡展示作品リストと解説としてパンフレットの2-4ページをそのまま転載する｡



ごあいさつ

京都市立芸術大学はー明治13年 (1880)の京都府画学校の開設以来ー本年 7月
で創立110周年の輝か しい歴史を刻 む こととな りました｡

今回の ｢肖像粉本｣の展示 はーそれを記念 して先 に開かれ ました収蔵品展 1

｢｢1本の陶磁器一京燐 を中心 として｣に引続 いて開催 され るもので､京都芸大

が収蔵 し調査研究 をすすめている土佐家旧蔵の膨大 な資料の うち､ 肖像関係 を

まとめた ものです｡

肖像粉本 はー他 に調査が完了 していないものが まだ多数あ りますが､今回は

特 に､近年話題 を呼んでいる千利休 ら茶匠肖像 を中心 に急 ぎ調査研究 をすすめ

て構成 した ものです｡展示作品は､一般 に公開 されるのは初めての ものばか り

で､学術的にも-設立な資料 として高 く評佃ほ れています｡ ご高IfE-ください｡

平成2年7月

京都市立芸術大学

肖像粉本出品目録

品名 (落款及印章) 年記 材質 寸法(m

m)土佐光信一敗 天文14年(1545)卒年 紙本墨画〟 4

93×472土佐光吉像 ｢源左緒PEJ｣ 慶長19年(1614)元禄4年(1691)卒年

484×403土佐光則像

〟 233×380土佐光起像

紙本淡彩 545x392土佐光成像 宝永7年(

1710)卒年 〟 544×416土佐光芳像 安永元年

(1772)卒年 紙本墨画 550×352土仏三光停像

明和元年(1764)卒年 // 570×390土仏.I

.光i引数 文化3年(1806)卒年 〟 486×362二L-_也-'.光年像 嘉永

5年(1852)卒年天文19年(1550) // 545×435二LMl三光禄像 // 329×378足利義Ff

Ji守像 ｢光茂｣ 紙本番彩 243×413ノ′ // // 339×380

天竺氏像 ｢玄二｣ 天正3年(1575)

天正元年(1573)卒年 紙本塾画 585×470虚栄院像 ｢光茂｣ 〟 658×449三W.裁継像 ｢玄二｣ 〟 573×

366足利虚榔像 ｢源弐｣〝 〃 永禄10年(1567)卒年 〟 320×397// 〟 202×16

0/′



品名 (落款及印章) 年記 材質 寸法(

m)千利休像 ｢画所預之印 ｣印/ 宝暦9年(1759) 折本淡彩〟 1060×404570×405417×282′// 元文5年(17

40) 紙本鎚画〟 (｢光芳｣) (元文 5年)(17∠lO)宝贋9年(1759)

// 907×450/
/ // ∠110×374千宗旦像 紙本淡彩 975×338

原聖宗左像 紙本塾画 ∠10

7×281天然宗左像 〟 291×405志野宗信像 宝暦13年(1763)永椋5年(1562)卒jT-- 紙本淡彩 415×280今井宗久像 緋本塁両/′

/′紙本淡彩 535×404三好実体像 545×521武

野宗瓦像 元和2年(1616)延享 2年(1745) 323×428久田宗全像 ｢光 村JJ｣ ∠105×321久田宗也像 (｢光芳 ｣) 紙本鎚画

∠13∠lX297久田宗参像 寛政12年(1800)卒咋 折本淡彩

398×275久田桝繭像 (｢光字｣) 文政 2年(1819)卒咋 折本鎚画

407×286小脈遠LJ11像 (｢宗由｣) (延享 3年)(1
7∠16) 紙本淡彩 856×300木津崖道久妻像

元亀3年(1572)卒年 紙本基画 520×484戸鴨永秀像 天正2年(1574)卒年

// ∠163×402泉州

殿像 慶長 2年(1597)卒年元和3年(1617) ノ///′/// 649

×505茜尾宗佐妻像 535

×416天王寺尾宗関係 402x4

20万崎屋そうい .そうへ .箔屋

了宅像 536×425住吉屋正是像

// 473x435きぬやぢやうかつ像 ノ/
567x482針屋某像 //
542×411俗体肖像 (像主不詳) ′/ L165×3

95ノ/ // 〟〟〟紙本
若彩紙本塾画 530×422天王寺屋宗凡像 634×468長谷川藤広像 429×443212×333∠178×481〟裕心像 元和6年(1620)卒年

住吉屋求派像 元和9年(1

623) 〟 470×323箔犀了宅像

詑永8年(1631)卒咋寛文 7年(1667) ′/′/ノ/

318×434金任l屋宗乙像 38

6×320中村宗古像 411×399中村宗古内儀像

〟〟〟 541×400佐々木左京内室像 401x416佐藤源兵衛母像 40

0×281三宅宗丹両親像 紙本淡彩 397

×608大文字屋宗閑像 (寛



土佐派絵画資料 肖像粉本について

やまと絵 を一口で説明することは難 しい0

､1Z安時代か ら始 まり､鎌倉 ･室Illl･桃LIJ･江

戸=寺代へ と様 々な変遷 を経てお り､それぞれ

の特化 において､独特の展開を示す｡ただ､

Wrj外か ら流入 して くる種々の絵画様式に対 し

て､日本独 自の様式 (和風様式) をポリりだ し､

Jj=41凋させた もの という認識 は成<Zこするであろ

う｡和風様式 を韻 もよ く表す流派は､なん と

いって も土佐派を逝いてほかにない｡

卜仏土派の画系が比較的判然 として くるのが､

15ltf:#己後-､仁の画師､土佐光信以後の ことであ
る｡ とはいえー'lJjkの生没年については､今な

おイこLリ1であ り､煤椎の域 をでない｡ しか し､

披以後､光戊 ･光ノ七･光吉へ と継承 された繭

糸は､光則が堺か ら京へ もどるまで､戦TiLの

ちまたをさけてー特 に北i午が堺 に併住 してい
たことは確かである. そ して､北Hりの )′.･光

起が､光茂以後失 っていた宮廷の両所fi'iに役

帰することによって､ 京に地鰯 を築 き､流派

の栄光 をとりもどす ことになった｡

この二日/,:_派が遺 して くれた粉本 ･桝 ･̂.I:;･文

.I:-13g亘は､T,))代芋11-･1{Ll碕太郎氏の ときに､欣

,(.(ljhi) ･松)1･桂一氏の手を通 して､イこ̀､j･'･'に収IE'&

されることになった｡ これ らを ｢_卜佑 派絵両

賢料｣ と呼ひならわ しているo そのÎJには､

1':'耳院鳳rl'=.Li;i-:壁画の模′′j'-､l;(榔御所怖壁画の

卜絵 をは L:め､源氏物語 卜絵､職人ノ卓歌合絵

進の 卜絵 さらに '̀jヨ潮T'にいたる様々な染料が

合 まれている｡

今L･.EのJliホは､ これ らの うちlH像耐拍)もと

となった粉本 を陳列することとした｡

榊原古郡

肖像画の下絵 を中世では紅いE3と称 したが､

その典型的な作例である足利義晴 ･義輝の肖

像｡土佐派累代の肖像｡千利休 肖像｡堺の茶

人たちの肖像｡MT衆の女房たちの肖像｡禁中
御,Llj入 りの医師の肖像O頗のみを集めた画帖

な ど､様々な人々の肖像が一 二の粉本によっ

て判明 して くる｡同時に種々の疑問 も投 げか

けて くるのである｡

光信 ･光茂の文 子が肖像両の名手であった

ことはよ く知 られている｡｢- ンセウイン トノ

サマ ミツモチフテ｣の書込みがあるig;t形 は､

まさに4'l手･光茂の手 になることを示す｡｢-

ンセウイン｣すなわち､満松院 ･足利義将の
t-√Tl

門像である｡ また ｢永禄十 五 光源いん殿殿

iJ,窮弐 (花抑)｣の､追出をもつ紙形 は､表情の

r一･義輝の肖像を永禄10年 (1567)二斤月に源

=･とが画いたことを表 している｡

この北茂 と源弐 との関係 について､諸説あ

りー現在の ところ師新関係 と考 える,説が有力

となっている｡ これは､鮎i弐 (源二､玄二)

と光うさとが同一人物である､ と考 えるところ

か らLIJJた.説であるoil,(,'i弐の:搾4'[･花flllについ

ては､′JJ二1-I･'.帖のなかに ｢tl,Si二郎 (花fHJ)｣の当主

.lFが散見 され､今後に課せ られた研究課越 と

いえる｡

(弄消川了il.二芸術大学教授)

●ギャラリー講座

[コ7月3日伏)

｢ii'大所蔵土佐派粉本について｣
榊原吉即 (i;(榔JFfi/-.エi'[;T人で教授)

●午後5時30分から会場でおこないます｡

Lj竺竺｣
京郡市四条 ギャラリー9

Tabula卜asa

｢芸術系大学学生

作品展｣

1990･7･26休)- 9･3(火)

索郎Ffj下京区四条遡高台菓入(凸条粟洋ヒル地階)

TEL(075)223-1851 〒600

●開所時間 午前 10時～午後 7時 ●休所 日 :水曜 日,年末 ･年始

-46-



｢京都市立芸術大学創立110周年記念収蔵品展3

画家の眼 日本画一写生と下絵｣

会 期 平成2年9月9日 (木)～9月30日 (日)

会 場 京都市四条ギ十ラリー (下京区四条高倉東入)

入場者 4681人

本学創立110周年記念事業の一環として収蔵品展を行った｡主催は本学110周年記念事業実行委員会で

あるか､展示の実際については同委員会のメンバーである本館学芸員か当たった｡

展示内容は日本画の写生及び下絵類であり､本学110周年記念巡回展 ｢近代日本画の誕生と歩み｣展

と展示期間を合わせ､本画作品と併せ鑑賞できるよう配慮した｡本館収蔵作品ばかりでなく京都市美術

館と上村松笠氏から作品を借用し､より充実した内容とすることができたこともあって､会期中多くの

美術愛好家で賑わった｡

展覧会用に､ポスター (B3､3色刷) ･はがき (3色刷) ･パンフレット(B5割､4ページ)を

制作した｡展示作品リストと解説としてパンフレットの2-4ページをそのまま転載する｡

ポスター

-



ごあい さつ

京都市立芸術大学は､明治13年 (1880)の京都府‥所学校の開設以来､本年 7)1

で別カニ110周年の輝か しい歴 史を刻むこととな りました｡

今何の ｢画家の服 口本Ldi'L一写!tと下絵｣の展示 は､それを記念 して先に開

かれ ました収蔵品展1｢ロ本の陶磁Ia註一京悦 を中心 として｣､収蔵品展 2｢土佐

派 肖像粉本一将軍 ･茶匠 ･町衆-｣に引 き続いて開催 され るもので､京都芸大

が収蔵 しているものを中心に梓i成 しました｡ Ll本画における写生や下絵は､LJi

の ままの線描 に者彩以前の作者の息づかいが感 じられて､ また別種の味わいを

持 った もの と言えます｡卒業作rl,7.など本学所蔵の H木南名品は､創立記念の巡

EiLl展 ｢近代 FI本画の誕ムヒと歩み｣に展観 されてお r)ますが､併せて観'Lli'いただ

けば含蓄ふかい ものがあると存 じます｡ なお､巡LiLl展の本画 と対照で きる下絵

は､残念なが ら含 まれていません｡

さらに､本学の同窓会全長で もある上村松笠氏 と京都市美術館にお願い して､

上村松侍は 竹内栖凪.の下絵 を特別 山 品させていただ きま した｡ これによって､

一層の充実 を図 ることがで きたことを苔んでお ります｡ ご好意に対 して御礼小

しあけますo最後にな J)ましたが､創立110周年に際 しまして､貴重な写J=l三をご

寄贈 いただいた関係各位 に も偉 く御礼小LLげる次第です｡

平成2年9月

京都寸i立芸術大学

出品目録

作者 品 名 制 作 年 素 材 寸法(

cm)[下絵]榊),京紫峰 ｢花,rf!_.り｣画稿 明治44年(1911) 紙.墨.胡粉 ー63

.0×187.3柳城紫峰 ｢枇雨野れ｣画稿 大正6年(1917) ///′//

175.8×372.5村上弊店 ｢裸婦｣画稿 大正9年(19

20) 170.5×107.5林司馬 ｢花鳥図｣下絵 昭和3

年(1928) 134.5×146.5福川翠光 ｢Tj'-f火仰映｣下絵 昭和33年(1958)昭和10年(1935) 紙本淡彩 215.5X154.0符I:Ll翠光[写生]土日=I安値 胎図下絵朝鮮の人 紙

本墨画紙本白描 111,0×55.041.7×37.871llFl,テ光櫛 出発招二fl-.'. 明治29-36年(1896-

1903)大正10年(1921) 紙本着彩

27.7×288.8ll-E崎光瑞 けり

/′ 80.2×56.1イl-崎光瑞 おなが ノ/ 40.

0×56.3fi1崎光瑞 緋繊綬払 昭和6年(1931) // 80.0×107.3

石崎光瑞 祈ERr.:.椎子年 昭和19年(1944) 舵.鉛筆.淡彩 107.7×154

.0石崎光球 親頭 昭和15年(19

∠lO)昭和15年頃(C.1940) // 14

2.5×180.0石崎光瑞 菊 // 11

8.4×56.3石崎光瑞 *tSJJ 紙本淡彩 55.2×79.1



榊原紫峰 ｢花曇 り｣画稿 ;三宅表紙図版は村上華岳 ｢



日本画 と写生

今日写生 という語 を匁｣らない人はいないと

思 う｡ しかし､恐 らくその意 味は西洋のスケ

ッチの訳語 としての認識が最 も強いのではな

いだろうか｡スケッチ とは臨場的素描の意味

だが､少な くとも衆洋画に於いてはこれは写

生の一部､それ も顆末な内容を語 るにすぎな

い ｡東洋では古 くか ら写生について深い洞察

があ り､それは写生が東洋画の根本に位選す

るものの一つであったためである｡南斉の謝

赫が著 した 『古画品録』には絵画の制作観賞

にあたって注意すべき六つの法則 を記 してお

り､その三に ｢応物象形｣をあげる｡ これは
画のIj的を物の本質を柑iき表わす ところに求

め､形 を写すことにより対象の本JBjが描 きだ

せると考 えたのである｡晋の画家､顧憧之は
｢形を以て神 を写す｣ としてこれを言い尽 く

している｡ この写生の精神 は日本にも中世以

降急速に浸透 した｡

近世にな り西臼杵か ら遠近法や陰影法による

視覚的イ リュージョンの技法が恐許されると､

空間や物体の把握を目的 とするlj実表別がIJ

本の画家達の眼に新鮮に映 った｡ これは多分

に技術的な受容であったため､許容性のある

東洋画の写生の精神 と根本的に対l嘩すること

はなか ったo Lかしそれだけにlj-fl二の恵味を
複雑化することになった｡

写生の語が一般に用いられるようになった

のは､円山応挙が狩野派や土佐派に代表 され

る粉本主義に対抗するように登場する境であ

る｡応挙の写生は西tFr=.の写実を取入れ､やが

て平明な写生画へ と展開 した｡ これは束洋画

の写生の精神が括J引勿体の視覚的門別にある

松尾芳樹

のではな く対象の精神的再現にあることを継

承するもの と言えよう｡逆にいえば西洋の写

実が筋 さjlるまで､東洋の写生は空気のごと

く自明の在存 として認識の外にあった とも言

える｡従 って粉本による様式の上に成立つか

の狩野や土佐の家で も写生 は生 (精神)を写

す という意 味で厳に重んじられたのである｡

明治 とな り西洋を意識 した日本画の概念が

生 まjtると､東洋画の写生 と西洋画の素描 と
は揃 く過程の表面的な相似から対応する内容

を持つかに考 えられ､その境界がIE'味なもの

となる｡ しか し写生の精神は､即物的な写実

を超 えたところに画家の目的を置かせずには

いなか った｡従 って近代の 日本画家 はその空

気のごとき写生の中に呼 I吸しつつ己れの個性

を開花 させ ることがで きた｡

画家の描 く画の目的の一つがその対象の本

質の再現にあるとするならば､画は一片の紙

に棋力､ばか りの緑を走 らせた もの に刈 して

も､重悼な彩色を施 した大幅にも同等の観&'
を行なうことが可能であろう｡現に我々はそ

うした例 をしばしば体験 しているのである｡

(京都Tl了立芸術大学学芸員)

●ギャラリー講座

第 1回 9月I4日(封

｢本展にちなんで一日本画と写当:,｣
松尾 芳樹(京都市立芸術人草学芸員)

第 2回 9月I7日胴)

｢本展にちなんで一京都の日本画｣

人須賀 潔(京都市立芸術大学学芸員)
●午後5時30分から会場でおこないます

京郡市四条ギャラリー11今日の表現 2小林正和 ･尚美展

1990･10･4(木)-10･28(日) I.

' I京都市四条ギャラリー 耶 明 ●

鵬淫●司
僻ll耳柿ff

個もギャラり- LR四与書7ヒルL佃

詣)頁那雨下頁区凶条過高店党人(凹条fk-

′壬ヒル地階 )TEL(075)223 1851 〒600●関所時間 午前10時～午後 7



Ⅱ.教育普及関係

A.収蔵品貸出状況

本学外に貸し出された収蔵品は下記のとおりである｡

平成2年度総計 17件 41点

作品名 貸出先 展覧会名 会期

浅井思 ｢琵琶湖風景｣ 広島県立美術館 浅井忠展 90.9.21-10.14

下村正一 ｢森｣ 石川県立美術館 日本画家下村正一展 90.6.14-7.25

津田周平 ｢さいちょう｣ 津田周平自選展実行委員会 遺作津田周平自選展
｢(夢のように〉森の中の裸婦｣ 90.6.22-6.29

宇田荻郁 ｢野々宮｣ 京都市美術館 燃焼の時代 ･1950年代 90.ll.1-ll.29

谷文晃模 ｢荏柄天神縁起｣滋賀県立近代美術館 模写の魅力巨匠が学ぶ日本の名画
榊原紫峰模 ｢月下描児図｣ 90.9.22-10.28
村上華岳模 ｢釈迦成道図｣
入江波光模 ｢水天像｣
菊池芳文 ･谷口香臨模 ｢随身庭騎絵巻｣
柴田晩葉模 ｢伝帝釈天蔓茶羅｣

中谷直子 ｢鶏頭の赤きわまりて大気燃ゆ｣ 中谷直子 中谷直子展 (堺町画廊)
90.9.ll-9.16

土佐派絵画資料 ｢喜多見勝忠像｣ 世田谷区立郷土資料館 喜多見氏と喜多見流茶道
90.10.30-ll.25

佐野猛夫 ｢凍雲｣ (財)京都文化財団 佐野猛夫展 90.10.23-10.28
｢黒い潮｣

上村松笠 ｢立葵｣ 毎日新聞 ･新潟日報社 上村松呈回顧展 90.12.26-91.2.13
奈良そごう美術館

村山椀多 ｢信州風景｣ 徳島県立近代美術館 みずえのあけぼの-三宅克己を中心として
91.1.26-3.10

前田荻邸 ｢風景｣ 栃木県立美術館 ･徳島県立近代美術館
木村斯光 ｢もだえ｣ 北海道立函館美術館 ･読売新聞社 ･美術館連絡協議会
中村大三郎 ｢花を持てる聖者｣

朽木成一 ｢菩提樹の葉陰｣ 大正の新しさ波 日本画1910-20年代 91.4.13- 7.7
清水主計 ｢樫｣
佐藤光華 ｢三五夜中｣

今井憲一 ｢撮影｣
｢断面｣
｢山 ･高原｣
｢港｣
｢蓮池｣
｢ガーデン｣

｢衆落｣
｢示氏園会三部作｣
｢渚｣

京都市美術館 今井憲一の遺作と所蔵品 91.1.23-2.17
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作品名 貸出先 展覧会名 会期

須田国太郎 ｢走鳥｣ 京都市美術館 生誕百年記念須田国太郎展 91.4.25- 7.7
日本経済新聞社

秋野不矩 ｢雨期｣ 茨城県近代美術館 戦後日本画の名作展-19∠15年～1970年一
宇田荻邸 ｢野々宮｣ 91.2.16- 3.24

戸田天波 ｢少女｣ 井原市立田中美術館 平櫛田中と戸EEl天波 91.4.27-5.26

田村宗立旧蔵粉本 ｢十二天像｣2点 教王護国寺 祈りと護りの世界一乗寺の仏教版画
｢五大虚空蔵図｣ ｢龍猛図｣ 91.3.20- 5.26

伊藤継郎 ｢三人の裸婦｣ 芦屋市立美術博物館 伊藤継郎展 91.5.24- 6.30

B.収蔵品学内使用状況

本学内に於いて館外使用した収蔵品は下記のとおりである｡

総計 24件 26点

資料名 目的 貸出先 使用場所

扇面古写経下絵

百鬼夜行図

降三世明王像

大威徳明王像

焔魔天像

玉虫厨子須弥座絵

内沢雪子 ｢冬季｣
福井宇苗 ｢松影｣

薮内美佐子 ｢毎日が楽しい日｣

片野満 ｢不正療法｣

岡本善彦 ｢theater｣

3巻 模写 日本画研究室 模写室

1巻 模写 ′′ ′′

1幅 模写 ′′ ′′

1幅 模写 ′′ ′′

1幅 模写 ′′ ′′

1巻 模写 ′′ ′′

展示 図書展示委員会 本学ギャラリー

展示 ′′ 〟

展示 ′′ ′′

展示 ′′ ′′

展示 ′′ ′′

飯塚二郎 ｢EyesFromtheUndergroundI
岩津博文 ｢ADaylnTheLIFe(C)｣
石原友明 ｢Selfportraits｣
砥綿正之 ｢比職の力｣

坂田岳彦 ｢TheOtherSldeoraDREAM｣
小島美穂他4名 ｢共同制作ボルボックス｣
三角光伸 ｢ELECTRONICHOME｣
岡野香 ｢網膜の内側の世界を見てるⅡ｣
明賀政子 ｢陸の船｣

村上千穂 ｢雫｣
原靖子 ｢SUZURAN｣
演田伸子 ｢Heaven-WaI･d｣

展示 ′′ ノ′

展示 〟 ′′

展示 ′′ ′′

展示 ′′ 〟

展示 ′′ ′′

展示 ′′ ′′

展示 ′′ ′′

展示 ′′ ′′

展示 ′′ ′′

展示 ′′ ′′

展示 ′′ ′′

展示 ′′ ′′

中谷直子 ｢鶏頭の赤きわまりて大気燃ゆ｣ 展示 ′′ ′′
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C.収蔵 品補修状況

今年度補修修理を行った収蔵品は下記のとおりである｡

総計 13件 114点

名称 点数 類別 補修内容

徳岡神泉 ｢晩秋｣

榊原紫峰 ｢月下猫児図模写｣

入江披光 ｢樫図模写｣

石崎光塙 ｢けり｣

′′ ｢おなか｣

′′ ｢鶏頭｣

′′ ｢菊｣

′ノ ｢春蘭｣

福田翠光 ｢鷹図下絵｣

村上華岳 ｢二月の頃｣

砂川光弘

｢日本室内装飾図案 (天象)

1面 参考品

1幅 参考品

1幅 参考品

1枚 参考品

1枚 参考品

1枚 参 考 品

1枚 参考品

1枚 参考品

1枚 参考品

1幅 日本画卒業作品

3面 図案卒業作品

日比野勝巳 ｢鍛帳図案 (興亜)｣ 1面 図案卒業作品

土佐派絵画資料 100枚 参 考 品

装

装

装

打

打

打

打

打

打

装

装

改

改

改

裏

裏

裏

妻

妾

裏

改

額

田
nH一
Eid
F
Ht

額

軸

軸

(

･/

ー＼

D.収蔵品撮影掲載状況

本学収蔵品の撮影掲載許可は下記のとおりである｡

総計 28件 54点

作品名 掲載者 掲載書紙名 発行日

上村松呈 ｢花鳥｣ (梯求龍堂 上村松呈画集 1990.6

猪原大華 ｢池｣ 毎日新聞社出版局 昭和の美術第3巻 1990.5

土田麦倦 ｢髪｣ 朝日新聞社出版局 アサヒグラフ ｢土田麦倦｣ 1990.7

西山英雄 ｢廃船｣ ㈱便利堂 西山英雄展絵葉書 1990.5

顔兵卿 ｢中手麻姑仙壇記｣ 芸術新聞社 ｢墨スペシャル｣ 1990.9

土佐派絵画資料 ｢天王寺屋宗閑像｣ ㈱淡交社 茶道誌 ｢淡交｣ 1990.10
｢宗凡像｣

上村松笠 ｢立葵｣ (椀新集杜 現代の日本画 ｢上村松笠｣ 1991.3

加守田章二 ｢抽象文象族壷｣ ㈱日本美術出版 陶芸辞典 1990.12
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作品名 掲載者 掲載書紙名 発行日

村上華岳 ｢裸婦画稿｣ 朝日新聞社出版局 アサヒグラフ

｢近代日本画の本画と下絵｣

1990.12

上村松茎 ｢春立つ頃｣ ㈱求龍堂 上村松室画集別巻 1990.2

土佐派絵画資料 ｢茶屋好扇図｣ ㈱淡交社 茶道誌 ｢なごみ｣ 1991.1

入江波光 ｢春雨｣

村上華岳 ｢熊｣

中村大三郎 ｢柔らかさ日影｣

㈱ビジョン 季刊誌 ｢アートビジョン｣ 1990.12
企画出版社

村上華岳模 ｢釈迦成道図｣

榊原紫峰模 ｢岸竹堂筆月下描児図｣

㈱新潮社 ｢芸術新潮｣ 1990.12

福田平八郎 ｢雨後｣ ㈱新集杜 現代の日本画 ｢福田平八郎｣ 1991.5

大野鮫嵩 ｢彼岸花菅｣ 毎日新聞社出版局 昭和の美術第5巻 1991.3

大津絵 ｢藤娘｣ (棉河原書店 ｢茶道雑誌｣ 1991.3

六代清水六兵衛

｢紫翠劫花瓶｣

｢日向葵花瓶｣

㈱中央公論社 日本の陶磁現代篇 1991.2

上村松豊作 ｢立葵｣ ㈱カツノアー ト 上村松呈展絵葉書及び色紙 1991.1
プロダクツ

土佐派絵画資料

｢今井宗久像｣

㈱河原書店 ｢茶道雑誌｣ 1991.2

佐野猛夫 ｢黒い潮｣ ㈱染織と生i舌社 ｢月刊染織a｣ 1991.3

土田麦倦 ｢髪｣ (椀美術出版社 ｢美術手帖｣ 1991.1

土佐派絵画資料 ㈱思文閣出版 ｢石山寺と紫式部一源氏物語｣ 1991.4
｢源氏絵下絵｣ (石山寺発行)

尾形乾山 ㈱フイルム ｢Theあんてい-く｣ 1991.4
｢槍梅文様水指｣ アー ト杜

須田国太郎 ｢走鳥｣

｢馬墨画｣

京都新聞社 ｢須田国太郎画集｣ 1991.ll

土佐派絵画資料 ｢利久像｣ 芸 能 史 学 会 ｢芸能研究｣第112号 1991.1
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作品名 掲載者 掲載書紙名 発行日

乾山茶碗など 日本セラミックス ｢セラミックス｣ 1991.4
茶碗7点 協会

仁清水指など

京焼8点

同上 同上 1991.6

永楽和全 ｢鎌倉絵鉢｣ 同上 同上

他粟田焼など8点

1991.7

症 :掲載を要 しない研究等のための撮影は挙げていない
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E.特別閲覧許可状況

本館収蔵品の特別閲覧状況は下記の通り｡

学内関係者 4件
学外特志者 5件
総計 9件


